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世界の都市総合力ランキング（GPCI）の特徴

このレポートでは、6分野と5アクターは� �È 、指標グループ名およびアクター要素名は「　」、指標名は斜体で示している。

「世界の都市総合力ランキング」（Global Power City 

Index, GPCI）は、�•�•�F�Û�p�2�‰� �̂•�”�N�¢���•
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ï�ù�—��̄p�K�” との観点に立ち、世界の主要都市の総合力

を評価し、順位付けしたものである。

森記念財団 都市戦略研究所は、2008年に初めてGPCI

を発表して以来、毎年、新たな調査をもとに、そのランキング 

を更新してきた。現在では、代表的な都市指標の一つと 

して高い評価を得ており、国や東京都のみならず世界の 

さまざまな場所で都市政策やビジネス戦略の参考資料と

して用いられている。

さらに、当研究所では国際会議や講演などを通じて、 

世界の主要な研究機関とも、都市やその競争力をテーマ

に活発な意見交換を行っている。

GPCIは情報の更新やデータ収集法の見直しを通じて

常に改良に努めている。GPCI-2015では、これまで入

手困難であるためアンケート等で代替していたいくつかの 

指標データについて、新たに定量データの発掘を行い、 

より実態に即した評価を行うことが可能となった。

過去8年間におよぶ研究成果は、世界の諸都市が持つ

魅力や課題を理解するための貴重なデータとなるはずで

ある。この調査結果が、さらに多くの人々によって都市政

策や企業戦略の立案に役立てられることを期待したい。
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◆  上位3位では、ロンドン、ニューヨーク、パリがその地位を確固としたものにしている。特に、総合力ランキング1位のロンドンは、

2012年のオリンピック以降も着実にスコアを伸ばしており、2位のニューヨークとの差をますます広げている。
◆  東京は最初のGPCIの発表（2008年）以来、4位を維持している。���¥ 、�¦�è�~�ž�«�·�µ 、�‰	Eにおいてやや伸び悩んでいるが、

���=�~�¦�v では、訪日外国人数の増加などの影響により6位から5位へと順位を上げた。

図1-1  トップ10都市における分野別順位グラフ
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◆  アジアでは、上・中位で二極化の傾向が鮮明になった。上位にあるシンガポール（5位）と香港（7位）が大きくスコアを向上 

させた一方、かつて勢いを誇った上海（17位）と北京（18位）がスコアを落とし、さらに順位を下げた。
◆  いくつかの北米都市では、大幅な順位の上昇が見られた。特に、ロサンゼルス（14位）、サンフランシスコ（21位）、ボストン

（23位）は、�&�A、�‰	Eで評価を上げている。

図1-1  トップ10都市における分野別順位グラフ

図1-2  分野別総合ランキング 
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 1-1 分野別ランキング

東京（1位）、ロンドン（2位）、ニューヨーク（3位）が、「市場の規模」や「ビジ

ネスの容易性」で高スコアを得て、上位にランクインした。

昨年4位だったロンドンはGDP成長率、法人税率でスコアを上げ、今年

は2位となった。反対に、北京は政治・経済・商機のリスクでスコアを落と

したものの、GDP、世界のトップ300企業の指標ではスコアを伸ばし続けており、3位のニュー

ヨークに肉薄している。優秀な人材の確保の容易性では、北米の各都市、ロンドン、シンガポール

といった英語圏の都市が優れた評価を得ている。

ニューヨーク（1位）がスコアで突出しており、これに東京、ロンドン、

ロサンゼルスが続いている。

ロサンゼルス（4位）には、カリフォルニア工科大学など世界有数の

教育機関が所在し、世界トップ200大学、主要科学技術賞受賞者数、

研究者数、研究開発費で高い評価を得ている。イスタンブールは、外国人研究者の受入 
態勢など「研究環境」に関する評価を伸ばし、昨年の30位から21位へ順位を上げた。

���=�~�¦�v のトップ5都市は、ロンドン、ニューヨーク、パリ、シンガポール、 

東京の順となった。ロンドン（1位）は、全ての指標で高評価を得ており、 

2位以下の都市を大きく引き離している。

ニューヨーク（2位）は「交流・文化発信力」において、パリ（3位）は「受入

環境」において評価が高い。シンガポール（4位）は「交流実績」で他の都市を圧倒している。

東京は、海外からの訪問者数と留学生数などで大きくスコアを伸ばし、昨年の6位から5位 

へと順位を上げた。この分野で、東京はGPCI-2013の8位から着実に順位を上げている。

�‰	Eでは、ヨーロッパおよびカナダの都市の順位が高い。特に総合ランキングで20位以下のバンクー

バー、バルセロナ、ジュネーブが、�‰	Eではそれぞれ3位、5位、6位とトップ10にランクインしている。 

これらの都市は、「生活環境」および「安全・安心」で評価が高い。

�&�Aや���=�~�¦�v で上位に位置しているロンドン、ニューヨーク、 

東京は、�‰	Eでの順位は相対的に低い（それぞれ19位、23位、15位）。これは、経済や文化

機能が都市に集積しているため、賃貸住宅平均賃料や物価水準といった「居住コスト」が 

高くなり、�‰	Eのスコアを下げているからである。パリは、「居住コスト」がロンドン、ニュー

ヨーク、東京ほど高くなく、また、総労働時間の短さが高く評価され、昨年同様1位となった。

上位5位はすべてヨーロッパの都市（ジュネーブ、フランクフルト、

ストックホルム、チューリッヒ、ウィーン）が占める。CO2排出量や 

リサイクル率、再生可能エネルギーの比率で高い評価を得ており、

環境政策の先進性がうかがえる。

昨年の23位から7位となったバンクーバーは、SPM濃度の低さなど、他の北米都市 

より突出して評価が高い指標も多く、これらが順位上昇に寄与した。

経 済

研究・開発

文化・交流

居 住

環 境

Economy

UP!UP!
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ロンドン（1位）、シンガポール（2位）、香港（3位）が昨年と同じ順位を維持 

した。シンガポールと香港は、ロンドンとのスコア差を昨年よりも縮めた。

ニューヨークとパリは「ビジネスの成長性」でスコアを伸ばし、それぞれ、 

6位から4位、8位から6位へと順位を上げた。一方、上海は5位から7位へ、 

イスタンブールは7位から15位へと順位を落とした。

 1-2 アクター別ランキング

最初のGPCI発表（2008）以降、�¦�è�~�ž�«�·�µ ではロンドンとパリが首位を争ってきたが、今年はパリ

が1位となった。これは、一部の指標の定義変更によるものと、人口当たり交通事故死亡者数の増加など、 

ロンドンの評価が全体的に下がったためである。ロンドンは国際線直行便就航都市数と国際線旅客数の2つ

の指標において、GPCI-2008以降、8年連続で1位を維持している。

新たに船舶貨物量を集計対象に加えた国際貨物流通規模は、香港が1位、上海が2位と

いう結果になった。アムステルダムとシンガポールは、国際線直行便就航都市数と国際

貨物流通規模の両方で高い評価を得て、�¦�è�~�ž�«�·�µ ではそれぞれ3位、4位となった。

交通・アクセス

�Z�€	� からの評価はニューヨーク（1位）が高く、ロンドン（2位）は「質の高い

研究機関・研究者・指導者の存在」などの要素でスコアを上げ、東京（3位）との

差を広げた。サンフランシスコは、�Z�€	� が重視する要素全般で評価を上げ、 

8位から6位へ順位を上げた。ソウルは北米の各都市などがスコアを上げた 

ことに伴い、7位から10位へ順位を落とした。

パリ（1位）、ニューヨーク（2位）、ロンドン（3位）、ベルリン（4位）が、5位以下を

大きく引き離している。ニューヨークは「マーケットの存在」でスコアを伸ばし、 

今年ロンドンを抜いた。ベルリンは「創作環境」や「文化的刺激」のスコアを伸ば

したものの、4位に留まる結果となった。一方、北京は、「アーティストの集積」に

おいて大きくスコアを伸ばし、10位から6位へ順位を上げた。

�
�«�l からの評価は、ロンドン（1位）、パリ（2位）、ニューヨーク（3位）、イスタ

ンブール（4位）、シンガポール（5位）の順に高い。5位のシンガポールは、「一定

水準以上の宿泊施設」「観光の対象の存在」「食事」で上位にランクインし、昨年

9位から大幅に順位を上昇させた。クアラルンプールは、「安全」などでスコア

を伸ばし、34位から22位へ順位を上げた。

パリ（1位）、ロンドン（2位）、ニューヨーク（3位）に続き、チューリッヒ（4位）、

フランクフルト（5位）、ベルリン（6位）のヨーロッパの都市が上位にランクイン

した。これらヨーロッパの都市は共通して、「就業環境」と「医療水準」の評価が

高い傾向がある。その一方で東京は、全体的にスコアが伸ばせず、5位から8位

へと順位を落とした。

NO.1 Paris
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 3-1 ランキングの作成方法

図3-1  分野別ランキングの作成フロー
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��±�p�h�“�t
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44 �B�•�t�0�b�”
l	�
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46 �þ�q�w�×���S�~�¬���^
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��¶�Í
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�¤�̄ �é�́ �”
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53 �6
\�D�ó�¤�É�ç�ª�”�w
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54 �æ�±� �«�ç�p

��
›	Ý�¯

55 CO2
		Z�”

56 SPM�ñ�S

57 SO2�ñ�S�~ NO2�ñ�S

�×
µ���¥
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+�í
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æ�w�˜
ƒ	Ý�¯

60 �>�9�w�w�&
Q

交通・アクセス

���M�¦�è�É�¿�Ä�ë�”�«
61 ���M
¢�Ú�æ�(	,�ä�N�¢
:

62 ���M�_
ú�v�è�F�Û

���M�¦�è� �ï�Ñ�å�©�ß�Í�³�Â�Ÿ
63 ���M
¢�•�l
:

64 �È
ø�Ï�Š
:

�N�¢�º�¦�è�±�”�Ï�µ

65 �¬�ž�¦�è�¢�.�“�£�w�ú�µ�S

66 �¬�ž�¦�è�w	F�î�~
Y�¬�^

67 �è�È�~�è�¶�w�b�(
Q

�¦�è�b�(
Q

68 �N	ú�T�’���M�í�Ó�‡�p�w�ž�«�·�µ�Ì��

69 
��±�p�h�“�¦�è�Ä�‚�®�b	�
:

70 �»�«�³�”�á�Þ

世界の都市総合力ランキング（GPCI）では、6分野（�&�A、

�Z�€�~�‰
C 、���=�~�¦�v 、�‰	E、���¥ 、�¦�è�~�ž�«�·�µ ）それぞれ

において、主要な要素を表す「指標グループ」を設定し、さらに

それらを構成する指標を70選定した。各指標をスコア化した

上で、指標グループのスコアを算出し、分野別ランキングを作

成した。分野別総合ランキングは、それらを総合して作成した。
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 5-1 分野別総合ランキングの変動

図5-1  分野別総合ランキングの変動〈GPCI-2008～2015〉
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パリは2008年から継続して総合ランキング3位を維

持してきた。トップ4都市の中では�&�Aは最も弱いが、

�‰	E、�¦�è�~�ž�«�·�µ 、���=�~�¦�v 、�Z�€�~�‰
C はそれぞれ

5位以内と、安定的な強さをみせている。

パリ市中心部は開発規制が強いため劇的な変化は

起こりにくいが、都市圏レベルでは、大規模な開発プロ

ジェクトやインフラ計画が進行中である。パリ中心部の

美しい景観を守りながら、周辺部において必要な都市 

機能の改善が行われていけば、パリの都市総合力は 

大きく向上する可能性もある。

パリの弱みは���¥ であり、�&�Aもトッ

プ4都市の中では相対的に弱い。

���¥ はSPM濃度（29位）、SO2濃度・NO2濃度（26位）

の順位が低い。�&�Aでは、5位以内に入っている指標が 

一人当たりGDP（4位）、世界トップ300企業（3位）のみで

あり、この分野を牽引する指標が少ないことが上位2都

市と異なる点である。また、法人税率（28位）や政治・経済・ 
商機のリスク（25位）も順位を伸ばせておらず、経営環境

としての魅力を十分に提供できているとはいえない。

パリの強みは、�‰	Eおよび�¦�è�~�ž�«�·�µ が1位、���=�~

�¦�v が3位という高い順位に位置していることである。

先進国の主要都市では、�&�A、���=�~�¦�v でスコアが

高い場合、逆にコストが高騰し�‰	Eのスコアを下げるこ

とが多いが、パリは�‰	Eでも1位である点が特徴的であ

る。これは、総労働時間（1位）、人口当たりの医師数（2

位）、飲食店舗の充実度（5位）といっ

た多くの指標で高いスコアを得ているためである。

また、�¦�è�~�ž�«�·�µ に関しては、「国際交通ネットワー

ク」における国際線直行便就航都市数（2位）や、「都市

内交通サービス」における公共交通（鉄道）の駅密度 
（1位）などの評価が高い。

���=�~�¦�v については、主要な世界的文化イベント 
開催件数（1位）、美術館・博物館数（2位）、ホテル総数 
（1位）など、幅広い指標で高い順位を得ている。

文化・観光の魅力あふれる花の都  パ リ

PARIS

London New York Paris Tokyo
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（μg／m3）
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40

図5-7  SPM濃度
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総合ランキングでは、最初のGPCIの発表（2008） 

以降、4位を維持している。5位のシンガポールとのスコ

ア差は年々縮小しているものの、アジア1位の座は堅持

している。

トップ3都市と比べると、���=�~�¦�v や�¦�è�~�ž�«�·�µ

が弱みとなっているが、2020年に開催される東京オリ

ンピック・パラリンピックに向けて、都心部での再開発

の加速化や羽田空港の発着枠拡大などが見込まれて

おり、これまでの弱みを強みに変えることができれば、 

さらなる順位の向上が期待できる。

���¥ は、再生可能エネルギーの比

率（32位）やCO2排出量（30位）、リサイクル率（27位）

などの評価が低い。

�¦�è�~�ž�«�·�µ も伸び悩んでいる。国際線直行便就

航都市数（25位）や国際線旅客数（12位）は依然として

低水準にあるが、政府は年間2,000万人の訪日外国人

数を目標としてさまざまな政策を実行しており、これら

の指標は今後改善されることが期待される。

�&�A指標の1つである、世界トップ

300企業（2位）は、北京に抜かれた2014年以降もスコ

アが減少し続けている。しかし、依然として�&�Aでは世界

トップの地位を維持している。

海外からの訪問者数（9位）が年間800万人を超え、

留学生数（3位）も5万人に達したため、���=�~�¦�v につ

いては、順位を一つ上げて5位となった。これらの国際

交流の活発化の背景としては、2012年頃からの急激な

円安傾向や、中国や東南アジアからの観光客・留学生が

増加していることが挙げられる。

オリンピックを起爆剤として都市力の向上を目指す  東 京
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